
裁判員裁判対象事件における録音・録画の実施状況

１ 録音・録画を実施した事件数

平成２４年５月から同年９月末までに報告があった事件（１４４８件）のう

ち，録音・録画を行った事件は，１２４７件（約８６．１パーセント）で，録

音・録画を１回も実施しなかった事件は，２０１件（約１３．９パーセント）

である。

このうち，裁判員裁判対象事件の罪名で公判請求した事件（４９６件）に限

って見ると，録音・録画を行った事件は，４７１件（約９５．０パーセント）

， ， （ ． ）で 録音・録画を１回も実施しなかった事件は ２５件 約５ ０パーセント

である 【図１】。

また，取調べの録音・録画を行った１２４７件のうち，検察官の取調べの全

， （ ． ） 。過程の録音・録画を行ったものは ５６５件 約４５ ３パーセント である

， ，このうち 裁判員裁判対象事件の罪名で公判請求した４７１件に限って見ると

全過程の録音・録画を行ったものは，２４６件（約５２．２パーセント）であ

る。

（参考）

検証で対象とした期間（平成２３年９月から同２４年４月まで）における録音録画実施

件数は，１９０６件（約７７．３パーセント）で，不実施件数は，５５９件（約２２．

７パーセント）であった。裁判員裁判対象事件の罪名で公判請求した事件（１００５件）
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【図１】 裁判員裁判対象事件の罪名で公判請求
した事件の録音・録画実施率



， （ ． ）， ， （ ．に限ると 実施件数は９４６件 約９４ １パーセント 不実施件数は ５９件 約５

９パーセント）であった。

また，取調べの録音・録画を行った１９０６件のうち，全過程の録音・録画を行ったも

のは，３９９件（約２０．９パーセント）であり，裁判員裁判対象事件の罪名で公判請

求した９４６件に限ると，全過程の録音・録画を行ったものは１８２件（約１９．２パ

ーセント）であった。

２ 取調べ時間と録音・録画時間との関係

平成２３年７月以降，録音・録画を行った事件について，取調べ時間中に占

める録音・録画時間の割合を月別に見ると，以下のとおりである 【図２】。

平成２４年５月から同年９月末までに報告のあった取調べの録音・録画を行

った事件（１２４７件）について，総取調べ時間に占める総録音・録画時間の

割合を見ると，約６６．２パーセントとなっており，１事件当たりの平均録音

・録画時間は，約５時間１１分となっている。

このうち，取調べの全過程を録音・録画した事件（５６５件）における１事

件当たりの平均録音・録画時間は，約５時間２１分であり，取調べの一部を録

音・録画した事件（６８２件）における，総取調べ時間に占める総録音・録画

， ． ， ，時間の割合は 約５２ ５パーセント １事件当たりの平均録音・録画時間は

約５時間３分となっている。

【図2】 取調べ時間中の録音・録画時間割合
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（参考）

検証で対象とした期間（平成２３年９月から同２４年４月まで）における録音・録画実

施事件について見ると，取調べの全過程を録音・録画した事件（３９９件）における１

事件当たりの平均録音・録画時間は約７時間１２分であり，取調べの一部を録音・録画

した事件（１５０７件）における１時間当たりの平均録音・録画時間は，約４時間２１

分であった。


